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令和４年１１月定例会（事前）
総務委員会資料（未来創生文化部）

未来創生文化部指定管理候補者の選定結果について

１ 申請団体名及び選定結果

施 設 名 申 請 団 体 名 選 定 結 果

徳島県青少年センター 徳島県青少年センター共同事業体 指定管理候補者

（選定理由）

徳島県青少年センター共同事業体は，長年に亘る管理運営業務で培われた経験や豊富なノ

ウハウ，ネットワーク等を活用し，利用者ニーズに対応した適切な管理運営が可能である。

また，「全ての世代が交流できる総合サービス拠点の実現」を掲げ，地域団体やスポーツ

チームと連携したスポーツ・レクリエーション講座をはじめ，ｅスポーツ・アニメ事業など，

青少年の健全育成はもとより，幼児から高齢者まで幅広く利用できる環境づくりに向けた具

体的な事業提案がなされた。

以上のことから，選定委員会における審査において，選定基準に基づく評価項目の全ての

点で適切であると認められており，指定管理候補者として適格な団体であると判断した。

施 設 名 申 請 団 体 名 選 定 結 果

徳島県立埋蔵文化財総合セ 公益財団法人徳島県埋蔵文化財センター 指定管理候補者

ンター

（選定理由）

公益財団法人徳島県埋蔵文化財センタ－は，指定管理該当施設の設置目的に沿った明確な

管理運営方針を有しており，埋蔵文化財資料を活用した展示会や講演会の開催，地域の関連

団体との連携による事業の実施が計画されているほか，専門職員による展示解説やホームペ

ージでの積極的な情報発信等の提案がなされている。

また，収支面においては，コストの縮減に努めるとともに，安定した管理のための経営基

盤についても問題がないと認められる。

以上のことから，選定委員会における審査において，選定基準に基づく評価項目のすべて

の点で適切であると認められており，指定管理候補者として適格な団体であると判断した。
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２ 選定委員会委員

未来創生文化部の選定委員については，青少年，埋蔵文化財とそれぞれ分野が異なることか

ら，各施設共通委員４名と，施設ごとの委員１名，計５名の委員構成とした。

（１）共通委員

役 職 氏 名

公益財団法人徳島県勤労者福祉ネットワーク理事長 久積 育郎

株式会社あわわ会長 坂田千代子

税理士 桝本 久実

未来創生文化部副部長 加藤 幸一

（２）施設ごとの委員

①徳島県青少年センター

役 職 氏 名

徳島大学医学部国際コーディネーター 村澤 普恵

②徳島県立埋蔵文化財総合センター

役 職 氏 名

徳島大学名誉教授 平井 松午

３ 選定の経緯

令和４年 ７月１２日 第１回選定委員会

（募集要項の承認，審査基準及び選定要領の決定）

１９日 募集開始（募集要項の公表）

８月 ８日～３０日 現地説明会

８月３０日 募集要項配付終了

９月 ６日～２０日 申請書類受付

９月２９日～１０月４日 各選定委員が申請書類を事前分析

１０月 ５日 第２回選定委員会

（書類審査，提案説明，質疑，指定管理候補者の選定）

１０月１３日 選定委員会からの選定結果報告書受理

４ 選定委員会における選定結果

施 設 名 申 請 団 体 名 総合得点

徳島県青少年センター 徳島県青少年センター共同事業体 適

徳島県立埋蔵文化財総合センター 公益財団法人徳島県埋蔵文化財センター 適
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５ 指定管理候補者の提案内容

施設名：徳島県青少年センター

区 分 徳島県青少年センター共同事業体の主たる提案内容

財政基盤等 ○株式会社合人社計画研究所をはじめ，安定した財政基盤

を有する構成員による運営

利用者へのサービス向上と ○「青少年の交流」「施設の活性化」「地域との連携」をコ

施設の有効活用の発揮 ンセプトとし，青少年の枠を超えた幅広い年代の県民が

利用できる「総合的なサービス拠点」を実現

○これまでの利用者ニーズを踏まえ，新たに電子マネー決

済やＡＩ翻訳機を導入するほか，ＳＮＳ等、幅広い媒体

を活用した広告宣伝を実施

○徳島ｅスポーツ協会や地域のプロスポーツチームと連携

し，バラエティに富んだイベントや講座を実施

効率的な管理運営 ○基準額（指定管理料）との対比 (税込)

基 準 額 提 案 額

R5

～ 56,943,000円/年 56,943,000円/年

R9

○現指定管理者としての運営実績に基づく，確実性の高い

効率的な運営を実施

○きめ細やかなスタッフ研修を実施

○ニーズを踏まえた自主事業の実施による収支安定化

安定した管理のための組織体制 ○現指定管理者としての運営実績を活かし，施設全体で一

体感のある運営を実現

○定期的な研修及びスタッフ会議による職員の資質の向上

○相互モニタリング等，多角的に検証する体制を構築

地域との連携，安全管理， ○維持管理・運営業務における地元企業の活用，地元人材

環境への配慮 の雇用を展開

○個人情報取扱いマニュアルに基づく研修実施等による，

職員の資質向上

○緊急時マニュアルを整備し，定期的な研修の実施やアミ

コビルでの訓練に参加
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施設名：徳島県立埋蔵文化財総合センター

区 分 公益財団法人徳島県埋蔵文化財センターの主たる提案内容

県民の平等な利用の確保と ○施設の管理運営方針

施設の効用の最大限の発揮 県内で発掘された埋蔵文化財を保存し，その活用を図

り，県民文化の向上に資するという設置目的に沿って，

利用者が円滑に施設を利用できるよう，サービス向上を

目指す。

・展示資料に関する解説シートの作成

・受付案内人の配置，専門職員による展示解説

・情報端末による閲覧サービス

○利用者ニーズの把握・分析と利用促進

・アンケート調査の実施（利用者の満足度，要望など）

・地元メデイアやインターネットによる広報活動

・関連機関，ボランティア団体等との連携

○自主事業

・展示会，講演会，多様な体験学習の実施等

効率的な管理運営 ○基準額（指定管理料）との対比 （税込）

（経済性の追及） 基 準 額 提 案 額

R5 14,907,200円 14,907,000円

R6 15,158,000円 15,158,000円

R7 14,366,000円 14,366,000円

R8 14,907,200円 14,907,000円

R9 15,158,000円 15,158,000円

○適正な管理運営

・指定管理業務と他の業務の兼任による人件費削減

・必要物品の安価購入などコスト削減

安定した管理のための ○施設の維持管理

人的・物的経営基盤の状況 ・定期的な施設の点検及び業務日誌の作成，報告

・管理運営に必要な知識と技術の習得

・災害等に備えた訓練や指導の実施

○職員体制

正規職員２名（１名兼務），臨時職員１名

地域への貢献及び連携等 ○地域への貢献及び連携等

・植栽管理，除草業務を障がい者就労施設に委託

・受付案内業務は県内大学生を雇用

・あすたむらんど徳島等周辺施設との連携


